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桜の季節の阿倍野消防署

阿倍王子神社の宮司 長谷川裕高氏と槇得署長
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昭和33年頃の阿倍野消防署
（『阿倍野消防署六十年のあゆみ』より転載）
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①望楼内部の様子。1 階から最上階までが吹き抜
けになっており、荷物の上げ下ろしに使用したと思
われる重機が残されている。

⑥展示されている半鐘は、大正 3 年に
製造され、西消防署（西区新町）の火の
見櫓で実際に使用されていたもの。
⑦大阪市消防局１階エントランスにあ
る、明治末期の町並みを復元したジオ
ラマ。

②～④望楼に至る急な階段。
⑤北西方向に間近に見えるのは、阿倍野
区のランドマーク「あべのハルカス」。

⑧昭和 23 ～ 25 年頃の火の見勤務
（『阿倍野消防署六十年のあゆみ』より転
載）

① ② ③ ④② ③ ④① ② ③ ④①①

⑥⑥
⑦⑦

⑧⑧

②② ③③

⑤

④④



　近年、各地で頻発する自然災
害に備えて災害発生時の協働
体制を整備しています。災害時
の自助はもちろん、港区の一員
として共助への重要性を認識
し、災害発生時の初動行動、人
命救助等の自衛消防隊として万
全を尽くしております。

株式会社ダイゾー

生野区

自衛消防隊長
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さて、今月の消防落語は「新年大喜利大会」の模様をお届けします。司会進行
は火廼家要慎。参加メンバーは駆付亭消火、そなえ亭恐妻、そなえ亭三葉、駆付
亭福男。座布団係は駆付亭まもる君です。それでは皆さん、またどこかでお会いし
ましょう。いやぁー落語ってほんとにいいものですね。

☆大阪大国技館
　1937年（昭和12年）に、鉄筋コンクリート4
階建ドーム式、収容人員25,000人の国内屈指
の屋内スポーツ施設として建設され、その北側
には相撲茶屋が建ち並んでいたそうです。興
行の際は、連日｢満員御礼｣の垂れ幕が下が
り、梅田駅と難波駅から臨時バスが運行され
たんですって。

☆大阪国技館跡
　大阪相撲の興行
場所として、1919年
（大正８年）に建設
されました。第28代
横綱朝日山が大阪市
の土地を借り受けて
建設しましたが、戦
前に解体されてしま
いました。

　「さいぜん」
【意味】

【使用例】
「番頭はん。さいぜん頼んだもん、あれ、
いらんようなってん。すまなんだな。」

ついさっき・先程　など。

42
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大阪市消防局
公式 YouTube



　令和７年10月２日（木）、「火事や！」との声を聞き、
野田中学校から下校中の串畑七虎さんが、その方向に
目を向けたところ、飲食店の厨房内で、こんろ上の鍋か
ら約１ｍの炎が立ち上がっている状況と、消火器の使
用方法が分からず、戸惑っている飲食店の従業員を発
見しました。そこで、串畑さんは勇猛果敢に店の中に入
り、従業員から消火器を受け取り、初期消火を行った
後、店の外に出て、近くを通りがかった人に119番通報
を依頼しました。
　このような、迅速かつ的確な、初期消火及び通報依
頼が、被害の拡大を最小限に防止し、広く市民の模範
となる出来事となりました。その勇気ある行動に敬意
を表し、福島消防署長より感謝状が贈呈されました。

感謝状を手にする串畑さん（左）
と福島消防署長（右）

功績概要

市民表彰

福島消防署

　令和７年11月15日（土）、株式会社ユニオンアルファ
が運営するダスキンレントオール大阪中央イベントセン
ターの社員である大滝さんと井田さんは、仕事で待ち
合わせをしていたところ、正面の建物から自動火災報
知設備の鳴動音と２階部分からの白煙を認めたため、
内部の確認に向かいました。
　玄関ドアを開放すると、建物内で内在品が燃えてい
たため、すぐさま近くのコンビニエンスストアで、バケツ
と水を借用して初期消火を行い、同時に119番通報を
行ったことで、被害を最小限に抑えることができまし
た。
　大滝さんと井田さんの勇気ある迅速な対応の功績を
称え、中央消防署長より感謝状が贈呈されました。

感謝状を手にする井田さん（左）と大滝さん（右）

井田さん　中央消防署長 大滝さん　中央消防署長

功績概要中央消防署

くしはた ななと

―
―

…

21

1

…

‼

⁉

‼

‼

1

 

2

 

    

　庁舎内に流れる出場指令や警防情報音声など、声を聞いたこと
はあるけど、どんな業務をしているのかなんとなく知らないし
な・・・、あんまり関わりないし興味はあるけど聞きにくいな・・・。
　そんな指令情報センター業務に対する疑問や質問などにざっく
ばらんに回答し、指令情報センターをさらに理解していただくた
め「Another Voice」を掲載します。

「指令情報センターの役割」
公式 YouTube にて放映中！

Vol.12 ～ 受信通知の新ルール！ ～

宮本　快人

仕事とプライベートの両立(二刀流)を
目指す期待の大型新人(新婚)

司令課　指令情報センター
消防士長

消 平

⁉

2

  

1
1
91

1
9
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【受信通知】

チロリロン！
チロリロン！

出場準備完了！

隣接区

変更前

【通知範囲】

変更後

隣接区

隣接区
隣接区

隣接区

当該行政区

当該行政区

隣接区

”

”
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福知山花火大会火災現場の状況

「消防の動き’18年６月号」消防庁ホーム
ページ（http://www.fdma.go.jp/）より
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ガソリン用プラスチック製運搬容器

用途の異なる容器に入れるのは厳禁！

ＵＮ表示 KHK表示

「令和４年４月19日 報道資料」
消防庁ホームページ
（http://www.fdma.go.jp/）より
作成

「令和４年４月19日 報道資料」
消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/）
より作成
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　このコーナーでは、 日常生活の中

で遭遇する突然の災害に対して、 ど

のようなソナエが必要か、 皆さんに

わかりやすくお伝えしていきます。

　いざという時のために、 一緒に学

んで備えましょう。

 ① 安全の確保（火気類の確認、出口の確保）

   災害時、助かる人になれるよう、自分自身だけではなく、大切な人や周囲の人と一緒に

地震への備えについて学び正しい行動を取れるようにしましょう。

みんなで学ぼう

今回は…

地震発生時

へのソナエです

　これまで、地震への備えのハード面として「家具の固定・非常用持ち出し品・備蓄品等」についてお伝え
しましたが、今回はソフト面として「地震が起こった時にとるべき行動」についてお伝えします。
　地震発生時にとるべき行動について学んでおくことで、いざという時に正しい行動を取り、自分自身の命と
大切な人の命を守ることができるように備えておきましょう。

・速やかに使用している機器の電源を切り、
  プラグを抜く。
・ガスは元栓を閉める。
・ドアや窓を開放して出口を確保する。

 ② 安否確認と避難準備

避難時の注意点

・家族の安全を確認後、
  近隣住民の安全もお互いに確認。
・正確な情報を収集し、
  状況に合わせた避難準備を行う。
・避難する際は、自宅のブレーカーをOFFに。

多くの落下物や飛散物、余震による倒
壊の恐れのある危険な建物等に十分
注意しましょう。

揺れが収まるまで…
・丈夫な机等で身を隠す。

）る守を身らか物下落や具家（  
・火気類は無理に消そうとしない。　

地震発生時へのソナエ

地震が起こった時にとるべき行動は？

揺れを感じたら… 揺れが収まったら…

お家での事前対策だけでなく、発生後にとる行動に

ついても考えて、地震にソナエましょう！

大阪市阿倍野防災センター
『あべのタスカル』

地震発生時の行動について学べる

・・・

　救急救命士を目指す者が挑む国家試験。その中でも救急隊員が活動する災害現場で知識として身につ
けておくべき内容を紹介していきます。今月は中毒ガスが発生している現場活動についての問題です。救急
隊として危険が伴う現場活動の一つであり、自分自身の安全を確保するためにも必要な知識を身につけま
しょう。

　30歳の女性。うつ病の既往があり、連絡が取れないため心配した友人が訪問した。アパート１階、

玄関ドアは鍵が掛かっていなかったため中に入った。室内にはおらず、浴室ドアは鍵が掛かっており

人影が見えたが声をかけるも応答がないため救急要請した。救急隊は「30歳女性、浴室内、急病

人」の指令内容により単隊で救急出場した。

　救急隊到着時、友人の案内で浴室に向かうと、浴室ドアに張り紙が貼ってあった。下記の写真を

示す。

●状況評価において、急性中毒を疑うべき状況を下記の
　とおりに示す。
・原因不明の意識障害
・咽頭痛、突然の嘔吐、下痢、腹痛
・ショック、呼吸不全、過呼吸、発熱、全身性けいれんの症状
を呈する傷病者で発生機序が不明確な場合
・自殺企図の既往のある傷病者
・自損傷を有している傷病者
・精神疾患を有する傷病者
・集団災害

第 48 回 （令和7年３月） D問題

救急隊が直ちに行うべき対応はどれか。１つ選べ。

ヒントレベル 中毒の判断

　「大丈夫だろう」はやめて、判断に迷ったら「空振り」でもかまいません。「見逃し」をしないよう意識しま
しょう。
　上記のヒント欄にもあるように先着隊の救急隊員はまず自身の安全確保を行い、現場活動は状況評価に
とどめる。現場を保存したうえで、適切な応援要請を行う。その後に警察への通報、関係者からの情報収集
を行う。救助者の二次被害を生じるリスクが高いため、除染前に、あるいは安全確認前に現場活動を開始
してはならない。

（参考・引用　株式会社へるす出版「第48回　救急救命士国家試験問題　解答・解説集」）

高度専門教育訓練センター（救命士養成担当）

ヒントレベル

解答・解説

救急隊員のための

現場に活かす！救急救命士国家試験問題 

●中毒が疑われる救急現場では、安全を確保したのち、現場では状況評価にとどめ、現場保全および応援要請、市民
　の避難誘導を優先する。医療機関への傷病者搬送は、現場除染の後に行う。汚染リスクのある傷病者を未除染の
　まま医療機関へ搬送することは基本的に避ける。
　また、薬物過量内服事例で単独傷病者であっても、自殺企図の背景がある場合はとくに、直接・間接に救急活動
　を脅かすリスクがあることを考えながら活動を行う必要がある。

安全確保

解答          消防隊を応援要請する。

1 警察へ通報する。 2 鍵を壊し救出する。 3 状況を再聴取する。

4 進入可能な窓を探す。 5 消防隊を応援要請する。
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国立大学文学部卒で大阪市内の某消防署に勤務する、漢字を愛して
やまない消防女子「淀橋文子」が防火防災に関する「漢字」の意味
や成り立ちを解説する「消防漢字ガール」。さて、今月の漢字は…。

【制】
意味：おさえる。やめさせる。おさめる。さだめる。

おきて。きまり。つくる。したてる。

【今月の警防担当司令の迷言】
（後輩の畑中君）「司令、食堂に異動者の方が持ってきてくれはったドーナツありますんで、召し上がってください。」　
（司令）「ほんまに？  ワシ、三度の飯とドーナツが大好きやがな。」

）。んせまいはてっ違間てしと語本日、がすまりあか点何はろこどみ込っ突。んう（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　さて、私たち消防士は、それぞれの仕事がしやすいように工
夫された服を着て仕事をしています。
　紺色の制服は、消防署で、毎日勤務者として執務するときや、
通常点検若しくは特別点検を受けるとき、また、儀式及び祭典に
参列するときに着用します。活動服は 24 時間勤務の警防担当
（消防隊）として勤務するときや非常警備が発令されたときに着
用します。

　現場服装は、活動服の上にさらに着る火事などの災害に
出動するときに着る服装です。この服は燃えにくく熱に強い素
材で作られていて、ヘルメットや空気呼吸器をあわせると約20
キロにもなるんですよ。
　ということで、今月はこれでおしまい。ということで、皆さん、漢字を愛してやまない消防女子、わたくし「淀橋文子」が
防火防災に関する「漢字」の意味や成り立ちを解説する「消防漢字ガール」、１年間どうもありがとうございました。
また、どこかでお会いできたら嬉しいです。

　今日は朝から雨なんですが、週間予報ではこの雨が降りやめ
ば一気に春めいてくるそうです。桜がちらほら咲きだすといよい
よ卒業式や入学式の季節ですね。ということで、今月の漢字は制

、で字文意会る成らか」）刀（刂「と」未「、は」制「。すで」制「の服
」るえさお「、らか形象の」刀「と形象の」木るな重の枝「

 。たしまりなにうよつ持を味意たっいと」る切「、」るめさお「や
　音読みは「セイ」、訓読みは常用漢字表外のみで「おさ（え
る）」、画数は「８画」、部首は「刂（りっとう）」になります。

※訓読み⇒（）の中は「送りがな」

( 旧 :Twitter)

　写真は緊急消防援助隊の近畿ブ
ロック訓練に参加するために、訓
練先へ向かう車列をとらえた一枚
です。

編集部に来て１年になりました。
まさか消防の世界に身を置くことになるとは。様々な点
となる経験をして、振り返ればそれらがつながって線になっ
ていることに気づく。人生で起こる出来事に無駄はないと
いうApple 共同創業者、スティーブ・ジョブズの言葉です。
人生とは星座なのかもしれません。経験という星をつな
げて、人それぞれの形になっていく。日々を誠実に生きて、
最期には輝く星座を描きたいものです。（M）

　これまで救急安心センターおおさか（#7119）では、聴覚や発話に困難のある方を対象に、メール及びFAXによる相談受
付を実施してきましたが、公共インフラの充実により、令和８年３月31日をもってこれらの受付を終了いたします。今後は、
電話リレーサービス（事前登録（無料）が必要）を活用し、#7119をご利用いただきますようお願いいたします。
　なお、電話相談はこれまで通り受け付けています。「救急車を呼んだほうがいい？」「近くの救急病院はどこ？」「応急手
当の方法は？」など、突然の病気やケガで悩んだときは、救急安心センターおおさかを引き続きご活用ください。

聴覚や発話に困難のある人（きこえない人）と、きこえる人（聴覚障害者等以外の人）との会話を通訳オペレータが
「手話」または「文字」と「音声」を通訳することにより、電話で即時双方向につながることができる、法律に基づい
た公共インフラとしてのサービスです。病院や警察（110番
通報）・消防（119番通報）への連絡にも対応しています。

【メール及びFAXによる相談受付の終了について】【メール及びFAXによる相談受付の終了について】

令和 8年 1月の着信件数
（１日あたりの件数）

救急安心センター着信件数（令和８年１月）
32,373件

（約1,044件）
対前年同月比

全国版救急受診アプリ
（Q助）

総務省消防庁

電話リレーサービス
一般財団法人日本財団電話リレーサービス

医療情報ネット
（ナビイ）
厚生労働省

3,842件減少病院案内緊急度判定

電話リレーサービスとは
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